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事業・業務見直しについて

○昨今、県民ニーズは多様化・複雑化し、福井県庁に求められる役割も年々増加している。そこで、全庁的に事業・業務の

見直しを進め、住民目線に立った行政サービスの簡素化・合理化に同時並行で取り組んでいく。

全体として、「業務量80％、余力20％」の働き方を目指していく。

目標

サービス提供の
土台づくり

より質の高い
行政サービスの提供

同
時
並
行
で
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方
改
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0

「
業
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量
80

％
、
余
力
20

％
」
の
実
現

自主的な事業・業務の見直し
（事業の一覧化・業務の可視化、事業の見直し・業務の効率化）

行
政
サ
ー
ビ
ス

の
合
理
化

事
業
・
業
務
の
見
直
し

余力の創出 情報の整理 改善マインドの醸成

県民ニーズを捉えたクリエイティブな事業の企画・実施

DXを活用した新たな価値提供
（生成AI活用、プッシュ型情報発信 等）

今後の取組み実施イメージ
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事業・業務見直しの進め方

○今年7～8月を「効率化って決める覚悟」推進月間として位置づけ、集中的に見直しを実施

○事業・業務見直しのフェーズを３段階（みえる⇒やってみる⇒つづける）に分け、今後３年間かけて実施していく。

フ
ェ
ー
ズ
１
（
み
え
る
）

フ
ェ
ー
ズ
２
（
や
っ
て
み
る
）

フ
ェ
ー
ズ
３
（
つ
づ
け
る
）

○事業の一覧化
○業務の見える化

○事業の見直し
○業務の効率化
○課題・ボトルネック
の収集

○課題・
ボトルネックの解消

・様式の提供

手法・ツール

・事業の見直し方針の策定
・事例・ノウハウ集や
DXツールの提供

・課題の収集

手法・ツール

・民間企業との連携

手法・ツール

改善を繰り返す 改善を繰り返す
2025年

「効率化って決める覚悟」推進月間（7～8月）

７ 月

各所属での
見直し実践

８ 月

各部報告

10 月

次年度予算要求に
反映

キックオフ、全庁通知

次年度

次年度以降も
見直しを継続
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事業・業務見直しについての意見交換

論 点

○福井県庁の進める「事業・業務の見直し」について

○自治体における「業務改善」について
（福井県庁だけでなく県内市町、他県なども含め）

○民間企業等における「業務改善」について 等

上記について、ぜひ委員の皆様のご意見やご提案をお願いいたします。
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